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Abstract

   In this study,  using  dogs as  experimental  models,  we  observed  body temperature rise  following administration  of

''Kakkon-to''

 preparation, and  investigated the average  number  of  macrophages  and  average  rate  of  phagocytosis  of

macrophages  in blood using  the  latex microparticles.

   The body temperature  of  the  Kakkon-to-treated dogs significantly  increased  30  minutes  after  administration

ip<O.05). After that, the body temperature  was  still high until  the next  administration  at  8 hours. When  the difference

in body  temperature  before and  after  administration  was  eompared  with  that of  the control  group, a significant  in-

crease  was  maintained  from  1 to 12 hours after  administration.

   The phagocytotic activity  of  macrophages  was  also  increased. The  average  number  and  the average  rate  of

phagocytosis  were  significantly  increased 1 Cp<O.OS) and  2 (p<O.Ol) hours after  administration,  respectivety,  in corn-

parison with  the activity  before aclministration.  The  significant  increases Cp<O.Ol) in both  the number  and  the rate  of

phagocytosis  were  continuously  found at  every  measurernent  point from 2 to 24 hours after  administration.  In addi-

tion, when  compared  with  the  control  group, the test group showed  a  significant  adrninistration  in both the nurnber

and  the rate  of  phagocytosis at 3 hours after  administration  ip<O.Ol).
   These results  demonstrated that administration  of  

''Kakkon-to"
 not  only  increased the  body temperature  but also

enhanced  the phagocytic  activity  of  macrophages,  the  in vivo  defensive factors, suggesting  that 

''Kakkon-to''
 may  con-

tribute to the suppression  of  multiplication  of  cornmon  cold  yiruses  and  influenza viruses,  which  consequently  results

in improvement of  various  symptoms  during infection with  cornmon  cold  syndrome.

Key  wordsKakkon-to,immunity,fever.macrophage,  phagocytosis, dogs.
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緒 　 　言

　漢 方 の 原 典 と い わ れ る 「傷寒論 」 に 記 載 され て い る葛

根湯 は 急 性熱性疾患 の 病状 に 用 い られ る代 表 的 な漢方方

剤で ，特 に 「か ぜ 症候群 」 と さ れ る疾 病 の 流れ の 中で も

「か ぜ の 初期症状」 に 有効 な こ と は 良 く知 ら れ て い る。

更 に ，専 門 家 で は 使 用 経験 を 通 し て イ ン フ ル エ ン ザ の 初

期 症 状
「

悪 寒，発 熱，頭痛，関 節 痛 ，う な じの 強 ば り及

び 筋肉痛等 」 を 改善 す る と認 知 さ れ て い る 。

　 イ ン フ ル エ ン ザ を 含 む か ぜ 症 候群 は ほ と ん どが ウ イ ル

ス の 侵 入 に よ っ て 起 こ る と され，「咳，痰，咽 頭痛 や鼻

炎 症 状 等 」の 一t ・
下気道炎の 症状 と 共に 「寒 け，発 熱，

関節痛等．の 全身症状が 現 れ る。こ れ に 対 す る 治療 法 は，

現代医学 と 漢方 医 学 で は 異 な る ア プ ロ
ー

チ が 取 ら れ る。

　 現 代 医 学 で は ，解熱 鎮痛剤，鎮咳去痰剤，抗 ヒ ス タ ミ

ン 剤 の 使用，ま た 二 次感染防止 と し て 抗生物質 な どの 投

与等 の 対症 療法 が 主体 で あ る。本 治 療法 で は現 れ た 症 状

を 軽滅 こ そ す る が ウ イ ル ス な ど に 直 接 有効 で は な く，最

近 の 研究で は 解熱剤等 の 投 与 は か え って 症 状 を 長引か せ

て い る と い う報 告 1・L／，もあ る。

　 こ れ に 対 し，漢 方医学 の 疾病 へ の 考え 方 で は，生 体 に

そ な わ る 自然治癒力 と 生体 を 侵 そ う とす る勢力の 対決 が

病気 で あ る と い う観点 で と らえ て い る 3〕
。 か ぜ 症 候群 の

初期 に お け る葛根湯 の 投与 も， ヒ トの 生 体機能 を 高 め る

手段 と して の 体 温 の L昇を 促 L，生体が 元 来 そ な え て い

る 防御 機 能 が 働 き，免疫能 を 向上 さ ぜ る こ と に よ り抗 ウ

イ ル ス 効 果 を早期 に 引 き IHす と 考 え られ る 。

　今 ま で も葛根 湯 の か ぜ 症 候 群 の 解熱効果等 の メ カ ＝ズ

ム は 麻黄剤 と して 配 合生 薬 の 意 義等 に っ い て 様 々 の 角度

か ら研 究 ”
t．5．Ei） さ れ て い る が，葛根湯 服 用 に よ る免疫能活

性 に っ い て マ ク ロ フ ァ
ージ の 貪食能 に っ き論 じ た 報告 は

見 ら れ な い n．

　今回．著者 ら は 葛根湯投与 に よ る体 温 変化 と 免疫能 を

血液中 の マ ク ロ フ ァ
ー

ジ の 貪 食能 に 着 目 し，葛根 湯 の 効

果 発 現 機構 の
．一
端 を 科 学 的 に 解明す る 目的で 試 験 を 実施

した。

材料 と方法

（1）使用 薬物 と 投与 量

　
一・

般用 医薬晶 と して 流 通 して い る 葛根湯 抽 出液製剤

（（葛根 8g ，麻 黄 4g，大棗 4g ，芍薬 3g，桂 皮 3g，　 H
．

草 2g 及 び生 姜 lg （合計 25g ） 相当 量 を 1 凵 量 90mLI ．P
に 含 む ），成人 1H2 回，45　mL ず っ を 分服 す る ）を使用

し た 。 イ ヌ へ の 投与量 は 成 人 の 摂取 量 90mL ／日／60　kg
体重 を もと に ，イ ヌ の 体 重 を 潰rl定 し算 出 した。対 照 群 に

は 蒸 留 水 を 同 様 に 摂 取 さ せ た。

（2） 使 用 動 物

　2 〜6歳，体重 7．3〜11．3kg の 健 康な ビ
ー

グ ル 成犬 （雌 ）

12頭 を 供試 した。動 物 は ス テ ン レ ス 製 ケ
ー

ジ に て 飼 育

し た 。飼 料 は イ ス 実 験 用固形飼料 LDS−5 （オ リ エ ン タ

ル 酵母 工 業   製 造 ） を，
！

「前 9 時 と 午 後 6時 の 2 回定 量

（1回 2〔〕Og 計 4〔X）g） 給 与 し完 食 さ せ た 。 囗家水道水

（井戸 水） は ウ ォ
ー

ターカ ッ プ を 用 い て 自由摂取 させ た。

（3）試験 方法

　  被験 物 質 の 投与 ：被験物質 の 投与量 及 び 投与回数を

Table　Iに 示 す 。 投与方法 は 対照 群 （蒸 留 水） 及 び 投与

群 （葛根湯抽出液製剤） に ，午 前 8 時及 び 午後 4 時 の

臥聾

　 　 　 　 　 Table　I　 Adminis【ratio 【l　 me 【hod
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2回 被験物質を カ テ
ー

テ ル に よ っ て 強制経 口 投与 した 。

　  体温 の 測 定 及 び一
般 臨 床症 状 の 観察 ：　Table　II に 試

験 日 程の 詳細 を 示す。体温 （深部温 ） は，投与直前，初

回投与後 0．5h，1h，3h，5h ，8h，8．5h ，9h，11h ，12

h 及 び 24h の 合 計 11回 測 定 し た 。同時 に 呼吸 器 症 状，

糞便性状及 び 元気度，飲 食 の 有 無等の
一一

般臨床 症 状 を 観

察 し，所 定 の 用 紙 に 記 入 し た
。 ま た ，体重 は試験開始時

及 び終 了 時 に 測 定 した 。

　  血 液 中 マ ク 囗 フ ァ
ージ貪食能 測 定 ：試 験 開 始 前，初

回投与後 lh ，2h （投与群 の み ），3h，7h，9h （対照 群

の み ），11h 及 び 24h 合 計 8回 採血 し，血中 マ ク ロ フ ァ
ー

ジ 貪食能 を 測 定 し た 。

・血 中 マ ク ロ フ ァ
ージ 分離方法

　頚静脈 よ り ヘ パ リ ン 処 理 真空採血 管 に て 約 7mL 採血

した。採取血 液 7mL を と り，　 Leuco　PREP へ 静 か に 重

層後，速や か に 遠 心 分 離 を行な っ た （3600rpm 　
L，20分）。

遠 心 分 離後，静 か に 白血 球 層 を 回 収 した。回収後，PBS

に て 2回 洗 浄 し た （1200rpm
．1，5 分 ）。洗 浄 後，沈査 を

RPM 　11640培 養 液 で 回収 し， マ ク ロ フ ァ
ージ 数 を 測 定

した 。

・血液中 マ ク ロ フ ァ
ージ の 貪食能検査方法

　細胞 （マ ク ロ フ ァ
ージ ） 浮遊液 は マ ク ロ フ ァ

ージ が

1．0 × 103個 ／mL に な る よ う に RPM 　11640培地 で 調整 し

た。ま た，ラ テ ッ ク ス ビ
ーズ 液 は ，ラ テ ッ ク ス ビ

ー
ズ

（0，81 μ m ，Difco製 ） が 1．OxlO5 個／mL に な る よ う に

PM 　11640 培地で 調製 した 。
・貪食能測定

　 マ ク ロ フ ァ
ージ浮 遊 液 と ラ テ ッ ク ス ビ

ー
ズ 調製液 を

1mL ず っ 混合 し，37℃ 1 時間感 作 した。感作後，　 PBS

に て 2回 洗 浄 （1200rpm．1，5 分） し，フ リ
ーの ラ テ ッ

ク ス ビ ーズ を 除 去 後 ，70％ エ タ ノ
ール 0．2mL で 固 定 し

た 。固定後，ス ラ イ ド グ ラ ス 上 に 塗沫 し，ギ ム ザ 染色 し

た 。顕微鏡下 （400倍） で，100個 の マ ク ロ フ ァ
ージ に っ

い て 貪食 ラ テ ッ ク ス ビ
ーズ数 を測 定 した。

　   血 液学的 ・血液生化学的検 査 ：投与前 日及 び初 回 投

与後 24hに 採血 し，以 ドの 項 目に っ い て 測定 した。検査

機器 は 血 液 自動 計 算 機 SE−900 （東亜医用電 子製） 及 び

自動 分 析 装 置 AU −5000（（オ リ ン パ ス 製） を 使用 した。

　検査 項目 ：赤 血 球 数，白血球数，ヘ モ グ ロ ビ ン 量，ヘ

マ ト ク リ ッ ト値，血 小板数，白血 球百分率，総 蛋 白 質，

ア ル ブ ミ ン 量，A ／G 比，　 GQT ，　 GPT ，　 LDH ，　 BUND

　   統計学 的 解析 ； マ ク ロ フ ァ
ージ 1個当 た り貪食 した

ラ テ ッ ク ス ビ ーズ の 平 均 貪 食数 （個／細胞）， ラ テ ッ ク

ス ビ ーズ を 1個 以 上 貪食 した マ ク ロ フ ァ
ージの 割合 （平

均 貪食 率 （％）），体 濃 測 定及 び 血液学的 ・血 液生 化学 的

検 査 の 投 与 前 と 投 与後 の 結 果 に つ い て の 検定 は，す べ て

Paired　t一検定 に よ り比 較 し た 。

　ま た，平均 貪 食数，平 均貪食率及 び体温 に つ い て は 群

間の 比較 を行 った 。 平均貪食数及 び平均貪食率 は，試験

群 と投与群 で 分散分析 を 行 い 有意 差 が 認 め られ た の で ，

Tukey−Kramer の 多重比 較検定 に よ り投与前，1h，3h，

7h，11h 及 び 24　h に っ い て 統計解析 を実施 し た 。 体温

は 同 様 に 投 与 前，0．5h，1h ，3h，5h ，8h ，8．5h，9h ，

11　h，12h 及 び 24h に っ い て 統計解析 を 実施 し た。

結　 　果

1 ．マ ク ロ フ ァ
ージ の 貪食能測定結果

　 マ ク ロ フ ァ
ージ の 平 均 貪 食 数 の 投 与 前 値 と の 相対値を

Fig，1 （表 は マ ク ロ フ ァ
ージ の 平 均 貪 食 数 ）に 示 す 。マ

ク ロ フ ァ
ー

ジ の 平均貪食率 の 投 与前 値 と の 相対 値 を

Fig．2 （表 は マ ク ロ フ ァ
ー

ジ の 平均貪食率）に 示す 。

　  マ ク ロ フ ァ
ージ貪 食数 （マ ク ロ フ ァ

ージ 1個あたり

　　の 平 均 ラ テ ッ ク ス ビーズ貪 食数）

　統計学的解析 （Paired　t一検定 ）の 結 果，投与前 と投与

後 の 比較で は，対照 群 で は有 意 差 は 認 め られ な か っ た。

投 与 群 で は，投与前 と投与後 1 時間で は 5 ％ の 危 険率 で ，

そ の 後の す べ て の 時 点 に お い て 1％ の 危険率 で 有意差が

認 め られ た 。

　群間 の 比較 に っ い て は，投与 3h 〜 24hまで す べ て の

測 定 時 点 に お い て ，対照 群 に 比 較 して 育意 （p 〈0．Ol）な増

加 が 認 め られ た （Tukey −Kramer の 多 重 比 較 検 定 ）。

　  マ ク ロ フ ァ
ージ貪食率 （ラ テ ッ ク ス ビーズを 1個以

　　上 貪食 した マ ク ロ フ ァ
ージ の 割合 ：％）

　統計学的解析 （Paired　t一検 定 ） の 結 果，各群 の 投与

前 と 投与後の 比較 で は，対照群 で は 有意 差 は 認 め られ な

か っ た。投与群で は投与後 1 時間で は 有意 差 は な か っ た

が，そ の 後 の す べ て の 時 点 に お い て 1 ％ の 危険率 で 有 意

差 が 認 め られ た。

　群間 の 比 較 に つ い て は，投与 3h 〜 24h ま で す べ て の

測定時点 に お い て ，対 照 群 に 比 較 して 有 意 （p く 0．01）な

増加 が 認 め られ た （Tukey −Kramer の 多 重 比 較 検 定）。

2，体 温 測 定結果

　体 温 測 定結果の 投与前 との 差 を Fig．3 （表 は 体温 測 定

結 果 の 平 均 値 ） に 示 す。

　 統 計 学 的 解 析 （Paired し一検定） の 結 果 ，対照 群 の 体

温 は 投与 前 値 と 差 が な い の に 対 し，投与群 は 投与 0，5 時

間 よ り有意 （p 〈 0．Ol）に 上昇 し て 5 時間以 上 持続 し．そ

の 後下降傾向 を 示 す もの の 次回 投与時 （8 時間）迄の 持

続 が 観 察 され た。

　 更 に，投 与 前 と の 体 温 差 を対照群 と投与群 とで 比 較す

る と （Tukey −Kramer の 多重 比 較検定 ），1〜11 時 間 は

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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有 意 （ρ〈0．01） に ．上昇 し，12時間値 ま で 有意 （p く 0．05）
に 継続 した 。

3 ．臨床症状

　試験 期 間 中，す べ て の 供 試 犬 に お い て 呼 吸 器 症 状，糞

便 性 状 及 び元 気 ・食 欲 の 有無 等 の 一一
般臨床 症 状 に 何 ら異

常 は 認 め られ な か った 。

4 ．体重測定

　開 始 時体 重 は 7．3〜11．3kg ，終 了 時体 重 は 7．4 〜

11．2kg の 範 囲 で あ り，ほ と ん ど変化 は な か った 。

5 ．血 液 学的 ・血 液 生 化学的検査

　 血 液学的検査 の ま と め を Table　l工1及 び Table　IV に ，

血液生化学的検査 の ま と め を Table　V に 示す 。

　統計学 的 解 析 の 結 果，血 液学的検 査 及 び 血 液生 化学的

検 査 に お い て 統 計学的 な有意 差 は 認 め られ な か っ た 。

考 　 察

　 現 代 医 学 で は，イ ン フ ル ェ ン ザ を 含む か ぜ症候群等 に対

して ，治療時の 第
一一一

次的選択肢は 解熱鎮痛剤等 NSAIDs

製剤 を 含む 総合感冒薬 が 主流 で あ る。実際，薬事審査会

監修 の
一

般用医薬晶製造 （輸入） 承 認 基準 η
に もか ぜ

薬へ の 解熱鎮痛剤 の 配 合 は必 須 と され て い る。

　 し か し な が ら，ウ イ ル ス 感 染 後 の 体 温 上 昇 （発 熱 反 応 ）

は，ウ イ ル ス 等 の 増 殖 を抑 制 す る 生 体反 応 と して 合日的

的 反 応 と解釈 さ れ て い る 。 本間 1・2冫は 「か ぜ 症候群 」 の

有熱患者 に ，解熱剤を 含 ま な い 漢方方剤 の 投 与群 と解 熱

剤投与群 に っ い て 臨床的 に 比較 L て い る 、、そ れ に よ る と，

解熱剤投与 は
一

時期 的 に 解 熱 作 用 を 示す もの の 再燃 す る

症例が 多 く発 熱を 長 引 か せ る が，直接的解熱効 果の な い

漢 方 薬 の 投 5．群 の 方 が か ぜ 症 候群 の 症状緩解 に 有 意 に 効

果 を．上 げ て い る と述 べ て い る 。更 に 本間 8＞は ウ イ ル ス 感

染時の 生体 の 防御反応に っ い て，発 熱 は 重 要 な 反 応 と説

い て お り，か ぜ 症候群 に 罹 患 した場合，第
一選 択 は 病期

や 体力を 考慮 した 上 で 保 温 作 用 の あ る 漢方製剤 の 服用 を

推奨 して い る。

　か ぜ 症 候 群 の 初 期 に よ く応 用 さ れ る 葛根湯 の 効 果 に つ

い て ，久 保E） は ，葛根湯の 初期免疫力 の 増 強 作 用 と発 汗

の 意 義 に っ い て，体温 を 保 っ て 発 汗 を促 し皮膚付近 に 集

まった 異物を 毛根 か ら排 泄 す る機構 の 促進 を 報告 して い

る。ま た ，松 田 ら 1〔D は血 液中 カ
ー

ボ ン 粒子半減期消失

時間が 有意 に 短 縮 す る こ と を 示 し，葛根湯 は 初期感染状

態で の 異物排除 機 能 を 亢 進 さ せ る と 共 に，活性化 マ ク ロ

フ ァ
ー

ジ を 介 して 細 胞 性 免 疫 に 影響 を 及 ぼ す と 報告 し て

い る．ま た ，黒 川 ら ll）は イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス 感 染

に 伴 うサ イ ト カ イ ン の 動 態 を 検討 し，葛根湯 の 投与に よ っ

て 得 ら れ る治 療 効 果 は，主 に Th 　2 細胞系 サ イ ト カ イ ン

産 生 が 抑制 さ れ，Th　1 網胞系免疫反応 の 亢進 に 由来す

る と 考察 して い る。

　 こ の よ う に 漢方製剤 の 免疫能 に 関 す る 薬 理 学 的 研 究 は

多 く報告 さ れ て い る が ，マ ク ロ フ ァ
ージ の 貪 食 能 に 着日

し た 研 究 は 少 な い
。 今同，著者 ら は新 しい ア プ ロ

ー
チ と

して イ ヌ を 実験 モ デ ル に 用 い，葛根湯製剤の 投与 に よ る

体温 ヒ昇の 観察 と共 に 免疫賦活作用 と し て マ ク ロ フ ァ
ー

ジの 貪食能 の 変化 に っ い て 検討 を加 え た。

　 小 島 T2） は 漢 方 薬 で 使 用 さ れ て い る 生 薬 に は イ ン タ
ー

フ ェロ ン （以 下 IFN ） 誘 起 能 を 持 っ 植物 が 多 くあ る 事

を 見 出 し．漢方薬が な ぜ 効 くの か と い う 1 っ の 回答 を 示

して い る。著者 ら 13・1’o の 研 究 に よ る と IFN 誘起能 を 持

っ 植物の 中 か ら，あ る 組 み 合 わ ぜ の 飼 料 が 家 畜の マ ク ロ

フ ァ
ー

ジ の 貪食 能 を活 性 化 す る こ と を 見 出 し，そ の 貪食

能 の 活性化 を確 認 す る 試 験方法 を 確立 し た 15｝。

　 マ ク ロ フ ァ
ージ は 骨髄 で 産生 さ れ 血液 に 移 行 し，組織

へ 移行す る 回 転時間 は マ ウ ス で L3 日以 下 と 言 わ れ て お

り，比較的早 期に 組 織 へ 移 行 す る
16）

。

一
方，生 体 が 抗体

産生 を す る対 象 は 感 染 した 病原体全 て で は な く．多種多

様 な多 くの 病 原体 は非特異的磁体防御機構が 処理 して い

る
】
％ そ の 中で も ウ イ ル ス に 対抗 しう る重 要 な生 体 防 御

機構 は マ ク ロ フ ァ
ー

ジ に よ る 貪 食 で あ り，そ れ に 続 くの

が リ ン パ 球 に よ る 特 異 的 抗 体 の 産 生 で あ る 。 しか し，イ

ヌ の マ ク ロ フ ァ
ージ の 貪 食 活 性 に 関 して 明確 な 判断方法

はあ ま り知 られ て い な い
。 著者 らは 血液中の マ ク ロ フ ァ

ー

ジ （単球）を取 り出 し，細菌 に 見立 て た ラ テ ッ ク ス ビ ーズ

を一
定時間感作 さ せ て ，そ の 貪食能 （貪食 数 と貪食 率 ）

を 測 定 して ，葛 根 湯 抽 出 液 製 剤 の マ ク ロ フ ァ
ージ 活性化

能 を 確 認 した。本 試 験 方 法 の 特 長 は 少量 の 血 液採取 で マ

ク ロ フ ァ
ージ を 取 り 出す こ と が で き る た め，個体毎 の 経

時変化 を確認 で きる。そ して ，細菌 や ウ イ ル ス の 代 わ り

に ラ テ ッ ク ス ビ
ー

ズ を使 用 す る こ と に よ り試 験 条件 （数

及 び 粒
．
r一の 大 き さ） が

一
定 と な り，再現 性 が 確実 に 得 ら

れ る。そ の 操 作 も比 較的簡便 な 機器の み で 実施可 能で あ

る。組 織 中 に 移行 し た マ ク ロ フ ァ
ー

ジ は 何時産生 され た

の か 不 明 で ，様 々 の 1大1子 に よ り活性化 さ れ て い る 可能性

が あ る が ，血液中の 単球 で あ れ ば ほ とん ど は骨髄 で 産 生

さ れ た ば か りの 細胞 で あ り ， 条件 が 揃 って い る と 考
．
え ら

れ る。

　結 果 は，貪食 数 が 投与後 1時間 で 有 意 （p ＜ 0．05） に 増

加 し，投 与 2 時 間後 か ら 貪食数 及 び 貪 食 率 共 に 有 意 （p

く0．01）に 増 加 した 。 ま た，そ の 持続性 は 24 時 間 後 ま で

認 め られ （p＜ 0．01），早期 の 貪食能 の 向 E と と も に 長 時

間 に わ た る 持続性 が あ る こ と が 判 っ た。骨 髄 中か ら組 織

に 移行 す る 前 の 単球 の 貪食能 が 投与後僅か 2時 間 で 向
．
意

に 向．ヒ して い る こ と は ，注目に 値す る。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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　 抗 体 産 生 に は 約 7 日間 必 要 で あ り非 特 異 的 生 体 防 御 能

が 活性化 す れ ば， ご く初 期 の 少 数 の 病 原 体 を 貪食 す る こ

と で 処理 す る こ と が で きる か，重症化 す る 前 に 抗体産 生

迄 の 時 間 を 稼 ぐ事 が で き る。生存率 を 検討す る 試験系 で

は 致 死 量 と な る 菌量 を
一

度 に 接種 す る 為，自然感染 と は

全 く状 况 が 異 な り，非 特 異 的生 体 防 御 能の 処理 能力 を上

同 る。こ の 方法 は 病原体 に 直接作用 す る 物質 の 試 験 に は

適 して い る が ，自然抵抗力 を 向．Lさ せ る 漢方方剤 な ど の

判断 に は向 い て い な い 。本試 験 結 果 が 示 す よ う に ，葛根

湯が こ の よ うに 早期 に 強力な マ ク ロ フ ァ
ージ の 活 性 化 を

示 し た 事 は，か ぜ 症候群等 の 初期 に 摂取す る よ うに 述 べ

て い る 先人 た ち の 経験 を裏付 け る 結果 と考 え られ る。

　
一

方，体 温 変化 に つ い て は前 述 した よ うな 結果 を 得 て ，

葛根湯内 服 に よ る 体 温 の 上 昇 は免 疫 能 を賦 活 させ ，症 状

を改善す る とい う有用性 が 関連づ け られ た 。 津嘉山 らls）

は ヒ トで 葛根 湯 内服 に よ る 体温上昇 に つ い て ，肩背部皮

膚温 ・深 部温 の 上 昇 を サ
ー

モ グ ラ フ ィ
ー

で 観察 し た。 ダ

ミ
ーと の 比 較 に お い て 皮 膚 温 は 有 意 に 上 昇 し，25分後

に ピ
ー

ク を 認 め ，30 分 後 に は 低 下 す る こ と を 観 察 して

い る。し か し，測定 し た 肩背部皮膚温 は 発 汗 現 象 に よ り

安 定 し た デ ータ が 得 ら れ な い が ，深部温 は 30 分以 上 高

温 を 持続 す る と述 べ て い る。．更に藤 平 ら3〕は 発熱 の 理 論

と して ，葛根湯 の 服用 は 外邪 （細 菌 や ウ イ ル ス 等 ） の 進

入 に よ り生体 は 「異常体温 レ ベ ル 」 を設 定 し，体 温 を そ

の レ ベ ル 迄 L昇 させ ，そ の 目 的を 達 し た と き に は 逆 に 発

汗 作 用 を亢 進 す る と述 べ て い る。

　 こ れ らの こ とか ら， ヒ ト の 葛 根 湯服 用 時 の 体 温 上昇 の

持続時間 は 長時間 に わ た り持続 は しな い もの と推 察 され

るが，今回 の 試験 に お い て イ ヌ の 体温の 上 昇 が長時間持

続 した 理 由 は，イ ヌ は ヒ ト と 異 な り汗腺を 持 た ず，発汗

に よ る 急 激 な 体温 調 整 （卜
．
降 ） が で きな い た め と 准定 さ

れ た。

　 ま た ，投与後 30 分か ら．見 られ た 体 温 上 昇 に 追 随 す る

よ うに ，マ ク ロ フ ァ
ー

ジ 貪食数 は 投与後 1 時間か ら有意

（p くO．05）に，　貪 食率 は 2日寺間値 よ り有意 （p く0．01）に 増

加 し，貪食能の 活性 化 を 示 した。こ の こ とは Roszkowski

ら L9）が 報告 し た ウ サ ギ を 趾 水 に 浸 漬 した 後 に 末梢血中

の マ ク ロ フ ァ
ージ の 貪食能 が 向 上 した 試 験 結 果 と 類似 の

結 果 で あ り，体温 上 昇 が マ ク ロ フ ァ
ージ の 活 性 化 に 関 与

し て い る こ と が 推察 さ れ ，葛 根 湯 の 服 用 は 体 温 L昇 を促

し，マ ク ロ フ ァ
ージ 活性化 に 対 して 有用 で あ る と 思 わ れ

る。

　 以 ヒよ り，葛根湯 の 内服 は 体温 の 上 昇 と共 に，生 体 の

防御因 了で あ る マ ク ロ フ ァ
ージの 貪食活性 の 向 ヒに よ り

免疫能 を 高 め る こ と で ，か ぜ ウ イ ル ス や イ ン フ ル エ ン ザ

ウ イ ル ス 等 の 増殖抑制 に 寄与 し，か ぜ 症 候 群 罹 患 時 の 諸

症状 の 改善 に 有効 で あ る こ と が 示唆 さ れ た 。

＊
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